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　「序」にも「 〈性〉と〈いじめ〉の問題は看過できまい」とあるように、第一章でもそこに焦点が絞られ、多角的で新たな分析・解釈がなされている。とりわけ注目され のは、異母姉に虐げらる故式部卿宮の姫君のように、わかりやすい事例だけではなく、帝が妻中宮と主人公大将との過ちを恐れ、徹底して大将 視線から中宮を遠ざけるところに、帝の大将に対する〈いじめ〉を読み、大将 他の皇妃
（梅壺・承香殿両女御）
との密通に、
































































関係ばかりでなく、中世王朝物語との、 りわけ『風葉和歌集』以降のそれとの関係が問われるべきだとの提言がなされている。そして、中世王朝物語の一つ『恋路ゆ しき大将』との詳細な関係が跡づけられた。こうした研究を通して、王朝物語が中古から中世にかけて、 かなる変容を遂げたのか 見えてくるのだと思った。　
第五章では『とはずがたり』との共通基盤につ




考だ。 まず、 主人公大将を取り巻く女性たちが次々に喪失されていく様子をとら 、大将はついに官職をも辞すという展開をもふまえ、 『風に紅葉』を〈喪失〉の物語だと位置づける。そのうえで『浅茅が露』との影響関係に注意を促し、かつ『風に紅葉』の冒頭は平安後期物語以降に見られる主題提示型のそれであると指摘する。本章は、ポスト『源氏物語』としての中世王朝物語の一翼に、 『風に紅葉』を位置づけようとするも と言える。　
第三章では「 『源氏物語』の〈再生〉もしく 〈新
生〉として『風に紅葉』を把握していく必要」が丹念に説かれ いる。具体的には、主人公大将が自身の妻一品宮を、甥であり男色の相手であり、しかも自身に瓜二つの若君に与えてしまうところに、 『源氏』における光源氏息夕霧と、光源氏最愛の妻紫の上との、 「可能態」にとどまった密通の物語 発展的変奏を読んでいるところ。あるいは、同『源氏』における光源氏次世代の柏木と、光源氏の若き正妻女三宮との密通は、 『風に紅葉』の主人公大将が、故式部卿 の姫君を、前述の若君に与える物語へと変奏されていると指摘しているところだ。見事なアナロジーである。が を
